
 ◆ 勝山市立中学校建設基本計画（素案）の
　 中間報告について

　勝山市立中学校建設基本計画（素案）は、勝山
市立中学校の再編統合に伴う新中学校建設に
あたり、「勝山市立中学校再編計画」を踏まえ、
新校舎の必要性や基本理念、備えるべき機能など
設計の前提となる整備方針や与条件を整理した
上で、具体的な課題や条件の整理、事業全体の
方針について市民や議会の意見を聞きながら勝山
市立中学校再編準備委員会で検討・協議し、校舎
の配置や規模、整備スケジュール等の基本方針と
考え方をまとめ、示すことを目的とするものと
の説明がありました。
　委員からは、「県内の連携校クラスの検証結果
を示してほしい。」「勝山高校と併設することに
よって、勝山高校への進学が増えるとは思えな
い。勝山高校の魅力の方が先ではないのか。」
「勝山高校の先生が英語・数学の授業を全てTT
（チーム・ティーチング）授業できるのか。」「再
編準備委員会では意見はほとんど出ていないの
に、専門委員会の意見を吸い上げているとは思

　審査の結果、議案9件について全て可決し、
陳情2件を採択としました。

● 総務文教厚生委員会

常任委員会報告

えない。」など多くの質問・意見が出されました。
　それに対して教育長から一つ一つ丁寧な説明
があり、１２月議会には本計画案を提出したい
旨の説明もありました。

 ◆ 勝山市立保育園のあり方検討委員会の
　 進捗報告について
　これまでに保育園あり方検討委員会が３回、
野向・平泉寺保育園保護者説明会が２回開催さ
れ、勝山市における少子化の状況や市内保育園
等の状況、保育園保護者の意見まとめ、保育の
現状と今後の見通し等の説明、子どもたちに
とっての保育（教育・養護）の視点と集団保育の
必要性等の協議などを行ってきたことの説明が
ありました。
　委員からは、子どもが少なくても残してほし
いとの意見があるが、廃園にもっていこうとして
いるのかとの意見があり、理事者からは、廃園
ありきの話はしていない、地域にあった園運営を
考えている、集団保育の大切さも理解しても
らっているとの回答がありました。
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一般質問  議:議員／理:理事者

 ◆  大雨災害で被災した
　   下水道施設等の復旧について
　８月４日の大雨災害により被災した下水道施設
や農業集落排水施設、水道施設、全部で７箇所
の復旧事業等について、それぞれ所要の補正予算
が組まれました。
　委員からは、北谷町谷にある水源地の復旧に
関し、井戸を掘るなど抜本的な見直しが必要では
ないかとの意見がありました。
　理事者からは、地元の方と一緒に調査をし、
季節を問わず一定の水量が確保できる場所とし
ては、既設箇所が最も適当であったとの回答が
ありました。

 ◆  かつやま恐竜の森（長尾山総合公園）
　  再整備・管理運営事業について
　６月定例会以降のスケジュール報告があり、
公募設置等計画を認定したことや、認定計画
提出者である勝山ホテルマネジメントの地位の
承継が行われたことの説明がありました。
　また、理事者は、９月末には事業者と実施
協定を締結したいとしており、今委員会では、
その実施協定書（案）の内容について確認を行い
ました。

　審査の結果、議案１１件について全て可決し、
陳情1件を採択としました。● 建設産業委員会

● 観光関連について
● 災害対策専門要員について

　
　
実
家
の
仕
事
柄
、
他
の
観
光

業
の
ク
レ
ー
ム
を
よ
く
伺
う
。

　
ク
レ
ー
ム
は
、
疲
労
や
自
分
た

ち
は
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
慢
心
で
、
客
や
他
の
業
者
と

い
っ
た
他
の
対
象
へ
の
意
識
が
薄

れ
た
場
所
か
ら
必
ず
起
こ
る
。

　
今
後
、
観
光
業
に
携
わ
る
事
業

者
へ
の
意
識
の
根
付
か
せ
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
方
針
な
の

か
。

　
　
地
域
の
各
観
光
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
、
相
互
に
お
も
て
な

し
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
夏
の
福
井
県
立
恐
竜
博
物

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
控
え
、
今

ま
で
以
上
の
観
光
客
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
勝
山
商
工
会
議

所
を
中
心
に
勝
山
市
観
光
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社
や
観
光
関
連
事
業

に
よ
る
意
識
改
革
の
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

福
井
県
観
光
連
盟
が
主
催
す
る
お

も
て
な
し
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

や
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

で
の
観
光
お
も
て
な
し
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
制
度
の
活
用
を
促
す
な

ど
、
観
光
事
業
者
と
し
て
の
意
識

付
け
を
高
め
る
取
り
組
み
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

今
回
の
大
雨
に
お
い
て
、
こ

の
規
模
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
・
健
康
観
察
、
被
災
者
・

職
員
の
災
害
で
の
動
き
方
、
運
用

規
定
に
不
足
を
感
じ
、
専
門
職
を

置
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　
災
害
対
策
専
門
要
員
の
雇
用
、

設
置
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺

う
。

　
　
市
職
員
に
は
防
災
・
危
機
管

理
の
専
門
知
識
や
対
応
能
力
が
求

め
ら
れ
る
が
、
専
門
の
防
災
職
員

の
育
成
に
は
長
時
間
を
要
す
る
。

　
退
職
自
衛
官
に
は
、
災
害
対
応

へ
の
経
験
値
や
防
災
減
災
に
対
す

る
対
処
法
な
ど
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
り
、
即
戦
力
と
し
て
危
機
管

理
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
防
災
安
全
専
門
員
と

し
て
従
事
す
る
退
職
自
衛
官
１
名

を
10
月
１
日
か
ら
新
た
に
採
用
す

る
た
め
、
９
月
補
正
予
算
案
に
計

上
し
て
い
る
。

　
採
用
後
は
、
防
災
に
必
要
な
知

識
・
経
験
を
有
す
る
「
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
資
格
を
取
得

し
、
防
災
減
災
に
向
け
た
啓
発
や

計
画
づ
く
り
、
危
機
発
生
時
に
は

災
害
対
策
本
部
の
運
営
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

● 災害時の周知について
● 市道の整備について

その他の質問
・女性消防職員の確保について

　
　
８
月
４
日
に
奥
越
地
方
を
中

心
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
勝

山
市
は
午
前
10
時
に
市
内
全
域
に

警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
の
避
難
指
示

を
出
し
、
避
難
所
を
開
設
し
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
の
避
難
指
示

は
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
高
く
、

生
命
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
に
は
防
災
無
線
が
あ
り
、
水

害
に
対
す
る
放
送
を
随
時
行
う
必

要
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
放
送
は

な
か
っ
た
。
当
日
、
な
ぜ
放
送
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
今
後
の
災
害
時
に
対
し
て
市
民

へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
周
囲
の
音
を
か
き
消
す
大
雨

の
状
況
等
か
ら
電
子
媒
体
に
よ
る

情
報
提
供
を
優
先
し
、
結
果
的
に

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
一
斉
放
送

を
失
念
し
た
。
大
雨
が
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
し
た
12
時
55
分
に
な
っ
て
も

的
外
れ
な
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起

放
送
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
こ

と
も
含
め
、
対
策
本
部
の
落
ち
度

だ
と
深
く
反
省
し
て
い
る
。

　
現
在
、
市
民
に
告
知
す
る
手

段
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
検
証
を
始

め
て
い
る
が
、
当
面
は
、
防
災
行

政
無
線
や
ラ
イ
ン
、
緊
急
メ
ー

ル
、
音
声
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民
に
災
害

に
関
す
る
情
報
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
勝
山
市
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
た

道
路
は
約
３
９
２
㎞
あ
り
、
年
間

の
整
備
状
況
は
３
㎞
弱
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
市
道
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
年
間
整
備
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
国
交
省
は
10
〜
20
年
の

長
期
で
考
え
れ
ば
安
く
済
む
と
の

考
え
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

導
入
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、

勝
山
市
も
そ
れ
を
視
野
に
入
れ
て

市
道
整
備
に
関
す
る
維
持
管
理
費

の
低
減
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
年
間
４
０
０
０
万
円
程
度
の

予
算
を
確
保
し
、
舗
装
の
改
修
を

行
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
国
の
施

策
に
よ
り
橋
梁
の
定
期
点
検
や
修

繕
工
事
を
優
先
す
る
予
算
配
分
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
分
の

間
は
整
備
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
市
道
の
ほ
と
ん
ど
が

生
活
に
密
着
し
た
道
路
で
、
道
路

内
に
上
水
道
や
下
水
道
等
の
占
用

物
件
が
あ
り
、
掘
り
返
し
や
復
旧

も
容
易
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
占
用
物
件

が
将
来
的
に
発
生
し
な
い
路
線
が

あ
れ
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

導
入
も
検
討
し
て
い
く
。
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